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(MYP)

成果物の質

が非常に低

い。

成果物の質
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が許容範囲

である。
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一層努力を

要する。

努力を要す

る。

概ね満足で

きる。

5

十分満足できる。

4

十分満足できるもののう

ち、特に程度が高い。
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～通知簿の見方～ 

中学生のみなさん、２学期も大変よくがんばりましたね。今回も成績の見方についてお伝えし、今学期を一緒に振り返りたいと

思います。成績は、高い・低いではなく、自分自身の成⾧をみることができる大事な機会ですね。自分の学習への取り組み方を振

り返って、来学期の学習に対してどんな目標を持つのか、3 学期の自分の姿を思い描いて計画を立ててみましょう!!  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『表１』 

『表２』 

 

 

 

 

 

 

 

 
A B C D 

国語 (言語と文学) 分析 構成 創作 言語の使用 

英語 (言語の習得） リスニング リーディング スピーキング ライティング 

社会 (個人と社会） 知識と理解 調査探究 コミュニケーション 批判的思考 

理科 知識と理解 探究とデザイン 手法と評価 科学的影響の振り返り 

数学 知識と理解 パターンの探究 コミュニケーション 実生活への応用 

音楽・美術（芸術） 調査 発展 創作・実演 評価 

保健体育 知識と理解 活動の計画 応用と実践 活動の振り返りと改善 

家庭科（デザイン） 探究と分析 アイデアの発展 課題解決 評価 

学際的単元 評価 統合 振り返り  

コミュニティプロジェクト (J3 のみ) 調査研究 計画 行動 振り返り 

各教科 A・B・C・D の 4 観点で評価されています。各観点、8 点満点です。   

各教科 1 年間かけて 4 観点すべてが、評価されます。                  

（※注意※ 現（２学期）時点では、評価されていない観点もあるかもしれません） 

【例】 

A B C D 

4 5 ７ 4 

『表１』をみると、各教科の ABCD が何の評価を得ているか分かります。 

また 4 観点の評価を合計すると、４＋５＋７＋４＝２０点なので 

『表２』を見ると、IB 評価は５、文部科学省の評価は４であることがわかります。 

育 英 西 中 学 校 

MYP コーディネーター 本村 文枝 

本村本村 



1 年生   体育  ２学期の１年生の体育の授業はソフトバレーボールでした。今回の写

真の例は、生徒の皆さんが記入したブックレットや総括課題のプリントで

す。言語やイラストを用いて、バレーボールの戦術や振り返りを大変詳しく

表しています。素晴らしいですね!ところで皆さんは、育英

西中学校のデジタル資料の中に“言語ポリシー”というポリシーが載っているのを知って

いますか?ポリシーとは英語で方針のことです。言語ポリシーの中には次のような文章

があります。“MYP の学びにおいて、言語は欠くことのできないものと位置付ける。言

語は知識の獲得や単なるコミュニケーションに使われるだけでなく、生徒の個人的、社

会的文化的アイデンティティーの確立に重要な役割を果たす”（一部抜粋） 

 体育の授業において体を動かし心身を鍛えることはもちろん大事です。と同様に、中学生の間に言語の力を身につける

ことは非常に大事なことだと、IB は言っています。単元の中で自分の獲得したものを自分の言葉で表すことは、自分のアイデンティティーを

確立するうえでも非常に大事な役割を果たしました。中学生になってから、授業や HR の時間に書くこと・話すことの量は格段に増えてい

るはずです。それは皆さんの言語能力が知らず知らずのうちに伸びていくように、IB のプログラムが設計されていたからですね。真剣に課題

に取り組んだ皆さんは、自分の成果を各場面で振り返り、自分の言葉で成⾧を認めて、自分や他者をほめましょう。そのことが、皆さんの

成⾧や進化をもっと楽しく実りあるものへと変えていくでしょう。 

 

２年生  言語の習得（英語）  英語の授業は「言葉の選択と構造は読む人に強いメッセージを生みだし、伝える。」

というテーマで探究をしました。授業の中で英語の絵本の内容を“要約”し、また自分の“意見”をまとめると

いうことを英語で表現しました。本の内容を英語でまとめるという作業に苦心しな

がらも、自分の意見をまとめたものをブックレポートの形にしてくれました。作品で

は、今回の重要概念「Creativity:創造性」を自分なりの色・絵・文章で表現

し、絵本の世界を表すことができました。 皆さんの作品は明るい色使いの作品

が多かったですね。楽しんで物語を読み、英語で自分の気持ちを表すことにしっかりと取り組めていま

す!IB の教育活動では、母語の力を伸ばすとともに、２言語以上で幅広いコミュニケーションの方法を学ぶことが、多

様な文化を理解するうえで欠かせない基盤であるといいます。そのために育英西中学校では英語を学ぶことを必修とし

ています。これからも他の言語を話す人を認めて、共存する世界を作るために、母国語以外の言語の学習も続けてほしいと思います。 

 

３年生  デザイン（家庭科） 家庭科の授業では「未来のための消費生活～サステナブルクッ

キング」と題して実際に調理実習をしてくれました。３年生はここ数年同じ

課題に取り組んでいますが、毎年皆さんの創意工夫を凝らした料理と計

画書に感心させられます。写真は調理の前に考えられた調理計画書で

す。ワークシートいっぱいに、細かく多くの情報を書いていますね。皆さんの思考の過程が丁寧

に表されており、きちんと計画が立てられていた班は、きっと調理実習

も成功したことでしょう。写真は丁寧な課題への取り組みの一例で

す。写真からは調理実習をする皆さんの和気あいあいとした雰囲気が伝わってきました。

きっと楽しく嬉しく、おいしい授業になったことと思います!  

保護者の皆様へ 急に寒さが厳しくなってまいりました。皆様お変わりはありませんか?世の中ではインフルエンザが流行しております。幸

い育英西では生徒の皆さんは概ね元気で登校してくれています。これも保護者の皆様の体調管理のおかげと思います。ありがとうございま

す。 冬休みはご家族で過ごされる時間も増えますね。それぞれのご家庭でお子様の学びの成果を振り返っていただき、

2 学期はどのような学びや努力があったのかどんなスキルが発達したのか、ぜひたくさん話を聞いてあげてください。そのこと

がきっと来学期のお子様の学びのエネルギーへと変わっていくと思います。 

今年もいろいろとお世話になりました。ありがとうございました。 保護者の皆様、どうぞよいお年をお迎えください! 


